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研究成果の概要（和文）：(1)19世紀後半におけるアジアの経済発展の実態とそれを可能にした諸要因を、(a)市
場の二重構造化と工業化、(b)農業開発と小農・商業資本の役割、以上2点から考察し、アジア側の「主体性」を
解明した。
(2)工業化の端緒に関して、英領インドにおいては中国向け綿糸輸出を開拓したボンベイ商人の役割、中国では
洋務運動期の造船業を嚆矢とする機械工業の発展の重要性を明らかにした。
(3)農業開発に関して、英領インド、蘭領東インド外島部、タイのデルタ開発、ロシア極東部を相互に比較し、
従来の欧米資本のプランテーション経営とは異なる、アジア現地人・現地資本による広域の地域市場向け生産の
拡大の実態を解明した。

研究成果の概要（英文）：(1) This joint research reconsidered economic development of Asian regions 
in the latter-half of the 19th century, and the factors and causes of their development, paying 
attention to two aspects: (a)Double structure of Asian markets and origins of industrialization; (b)
Agricultural development led by local peasants and Asian merchants and money-lenders.
(2) As for the aspect (a), we revealed the active roles played by Bombay merchants for the Indian 
cotton-yarn to China, and the important pioneering development of Shanghai shipbuilding industry and
 its related machine-industries at the times of Westernizing Movement.
(3) As for (b), we made comparative studies of several cases: British India and Chettiyar merchant, 
Outer-island of Dutch East Indies and local peasant, Chaophraya Delta in Thailand and rice export, 
Russian Far East and Asian migrants from China and Korea. Through these comparative perspectives, we
 can identify the leading roles of Asian merchants and peasants.           

研究分野：グローバルヒストリー

キーワード： 経済開発　工業化　農業開発　19世紀論　グローバル経済史　アジアの主体性　アジア商人　アジア間
貿易
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１． 研究開始当初の背景 
 
世界史における 19 世紀解釈が、欧米中心
の歴史像であったことは、E.J.ホブズボーム
の「長期の 19世紀」研究や、J.オスターハン
メ ル の 大 著 Die Verwandlung der 
Welt(C.H.Beck, 2009)に示された通りである。
我々が行ってきた本研究に先行する二つの
共同研究では、従来の欧米中心の近現代世界
史像に疑問をつきつけ、非ヨーロッパ世界の
中でもきわめてユニークで独自の発展を遂
げたアジア世界から、グローバルヒストリー
を再考する必要があることを示した。 
しかし、ヨーロッパが優位に立ったとされ
る「19世紀的世界」の根本的な見直し、近世
から現代にいたる時間軸の中で、継続的に見
られた「アジアの相対的自立性」が、なぜ可
能になり、その自立性が現代のアジア世界に
いかなる影響を及ぼしているのか、歴史的観
点から考察する課題を残すことになった。今
回の研究は、その残された課題に挑戦した。 
 
２． 研究の目的 
 
本研究では、検討の時期を 19世紀から 20
世紀初頭のほぼ 1世紀に設定し、グローバル
ヒストリーにおけるアジア世界の独自性を
摘出した。具体的な検討課題としては、以下
の３点である。 
(1)アジアにおける生産と市場の二重構造化
と工業化 
 第一に、生産と消費市場の「二重構造化」
と、欧米資本や製品との「共存」、あるいは
「競存」である。綿製品でみれば、高番手・
高品質・高価格のイギリス製品に対して、日
本・英領インド・中国では、それより安価で
低品質であるが巨大な需要が見込めるアジ
ア市場向け綿製品の生産を展開・拡大し、激
しい「アジア間競争」を展開した。他の消費
財においても、高級品と普及品との生産・市
場の分化は存在し、そこで発展した二重構造
が、第二次大戦後のアジア経済発展の基盤と
なったと考えられるが、本研究ではこのよう
な構造の生成と展開の過程を究明する。 
(2)小農生産と商人資本が結合した農業開発
の展開 
 第二は、欧米資本による茶・砂糖などプラ
ンテーション型の第一次産品生産とは異な
るタイプの農業開発の進展である。英領イン
ドでは、人口増大と小農生産の拡大により
「土地の希少化」が生じ、19世紀後半には価
格上昇と商人層による金融によって土地市
場が成立した。他方、東南アジアでも、メコ
ン、チャオプラヤ、イラワディなどのデルタ
地帯での水田開発（コメ）で、小農的発展が
見られた。また、マレー半島における天然ゴ
ム開発も、欧米のプランテーション的開発か
ら小農による生産拡大がみられた。これらの
農業開発は、域内外からの中国系・インド系
移民の流入（ヒトの移動）と連関しながら進

んだのであり、本研究では、移民・農業開発・
流通・金融の相互連関性を解明する。  
(3)経済ナショナリズムと国際公共財の利用 
 第三は、アジア現地で勃興したナショナリ
ズムと 19 世紀のヘゲモニー国家イギリスが
提供した「国際公共財」の関連性である。一
国史的な枠組みで論じられた従来の研究で
は、アジアのナショナリズムと帝国秩序は二
個対立的に捉えられてきた。本研究では、自
由貿易体制や国際決済通貨としてのポン
ド・米ドルの公共財的機能を、アジア現地社
会のエリート層は、いかに巧みに活用したの
かに焦点を当て、アジアの経済ナショナリズ
ムと開発、工業化との関連性を考察する。 
 
３． 研究の方法 
 
本研究では、第一線で活躍するグローバル
ヒストリー研究者を中心に、従来の 6年半で
構築してきた海外研究ネットワークを駆使
して、実証的なデータ分析に基づくアジア・
日本からの国際的情報発信をめざして、以下
の４点を重視する共同研究を組織した： 

 
① 19 世紀アジアの経済発展を検証しうる
統計データの収集と整理、ＷＥＢによる
公開。 
② 研究分担者を中心とする年間３回の定例
研究会（2日間）の開催。必要に応じて、
定例研究会では、海外の主要研究者を招
聘して、ワークショップ形式で集中的議
論を行う。 
③ 国際学会のパネル公募に積極的に応募し、
海外の学界で研究成果の情報発信を行う。 
 
研究面だけでなく、グローバルヒストリー
研究に興味・関心を持つ若手研究者、院生ク
ラスが参加できるオープンセミナーを、定例
研究会とは別に開催し、広報活動を強化した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究では当初 19 世紀全般の再検討を試
みたが、第一次史料や統計類の残存状況、各
地のアーカーヴや図書館の開放性（閲覧制
限）などを考慮して、最終的に、考察の時期
を、19 世紀半ば（1850-60 年代）から、第一
次大戦期までの「長期の 19 世紀」後半に限
定せざるをえなかった。第一次史料にもとづ
いたグローバルヒストリー研究を模索・実践
する本研究の、史料上の課題が明らかになっ
た。しかし、19 世紀後半から 19-20 世紀転換
期に考察を絞り込むことで、当初掲げた課題
に関して、以下のような成果を挙げることが
できた： 
 
(1)アジアにおける生産と市場の二重構造化
と工業化 
 第一のテーマについては、世紀転換期に急
速に伸びた英領インドから中国への綿糸輸



出、その基盤となったボンベイの植民地工業
化、担い手としての現地資本家、とりわけタ
タ商会に代表された商人層の役割と通商ネ
ットワークの独自性、それを可能にした、ア
メリカ南北戦争以降のグローバル化の進展
と「アジア間貿易」の形成・発展の独自性を
明らかにした。 
 アジア間貿易の発展を考察するには、モノ
を運ぶ手段となった海運・造船業の確立が不
可欠である。本研究では、二つの対照的事例
として、洋務運動期中国・上海における造船
業の誕生と現地資本や現地人技術者の役割、
蘭領東インドにおけるオランダ系海運会社
の展開を考察した。中国の民族資本による造
船業創設の過程でも、イギリスが提供する公
共財（港湾施設・技術教育など）が大いに活
用された。他方、蘭領東インドでは、アジア
諸地域向け物資の輸送に中小規模のアジア
系商人の船舶（ジャンクや小型汽船）が活用
された実態が明らかになった。 
 アジアで工業化を進める上で、エネルギー
源としての石炭の供給も需要な課題であっ
た。本研究では、アジア石炭市場をめぐる英
国炭（カージフ炭）、インド炭、日本炭、オ
ーストラリア炭の競合と補完関係を明らか
にした。 
 
(2)小農生産と商人資本が結合した農業開発
の展開 
 第二のテーマに関して、英領インド・海峡
植民地、蘭領東インド外島部、タイのチャオ
プラヤ・デルタ、仏領ベトナム東北部山岳地
域、ロシア帝国極東地方、それぞれの地域に
おける市場向け農産物（棉花・コーヒー・コ
プラ・天然ゴム・米・シナモン・小麦等）生
産を事例に、従来の欧米資本によるプランテ
ーション経営とは異なる、アジア現地商人・
現地資本による生産の拡大を比較検討した。 
 その結果、19 世紀後半の英領インド、特に
南インド地域では、人口が増加するとともに、
それに呼応して、小農や現地人金融業者チェ
チィヤールを主体とする、耕作地の拡大と着
実な農業生産の拡張が見られた。 
同時期の蘭領東インドの外島部セレベス
島においても、現地小農を主体にコーヒー・
コプラ栽培が広がり、その販路は華商・華僑
を通じて中国にも伸びていた。また、タイの
デルタ地域では、華商による水田開発が進む
と共に、不平等条約体制の下でも、外国人（外
国資本）による土地所有権を事実上「制限」
する制度改革が行われていた。華商の通商ネ
ットワークに依存した商品生産は、歴史的つ
ながりを反映して、ベトナム東北部の山岳地
域でも見られた。 
 他方、東北アジアに隣接するロシア帝国極
東地方では、現地当局によるロシア系移民優
遇政策がとられたが、農場の労働力としては、
帝国国境を超えて流入した、安価な中国人・
朝鮮人農業労働者や小農に依存せざるをえ
なかった。帝国経営も、そうした現地の事情

を考慮して、自由通商・自由貿易と通商規
制・保護貿易の間で揺れ動いたのである。 
 
(3)経済ナショナリズムと国際公共財の利用 
 第三の共通テーマである、アジア現地側に
よる国際公共財の主体的利用と経済発展の
連関性、経済ナショナリズムの勃興との関係
については、十分に論じることができなかっ
た。限定的であるが、特に第一のテーマに関
して、イギリス帝国が推進した自由貿易体制
と現地のアジア間貿易の発展との相互連関
性、インド棉・綿糸の東アジア向け輸出とイ
ギリス帝国の海運会社 P&O の独占体制、それ
へのアジア側からの挑戦、さらに、英領海峡
植民地やビルマに進出したチェチィヤール
とイギリス帝国内部の自由移動（帝国臣民の
権利の保証）との関連性などを考察した。 
 
 本研究の成果は、2018 年 3月末に、京都の
ミネルヴァ書房より、2 冊目の研究論文集
『「大分岐」を超えて―アジアから見た 19 世
紀論』として刊行の予定で準備を進めている。 
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